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 ＜表１－１ 自己資本比率（自己資本／総資産）＞参照 
 ＜図１ ネガティブ・スプレッドの推移＞参照 
  



































 ＜表１－２ 不良債権比率（不良債権／総貸出資産）＞参照 
 ＜表２ 産業別銀行融資残額＞参照 

























































































 ＜表４ ジャカルタ証券取引所上場企業赤字件数（1988年）＞参照 
 ＜図３ 不良債権のＩＢＲＡへの移管＞参照 
 






























 240 もの銀行が存在したインドネシアの金融部門再編は、上述のように 1997 年 11 月の
16行閉鎖に始まり、翌1998年１月には、経営不振銀行への中央銀行による流動性支援が実















 ＜表５ 銀行部門再編＞参照 







を発行した （注）9。資本注入のための 103.83 兆ルピアにのぼる国債は表７にあるよう
に、変動金利、固定金利の二種類からなる。自己資本比率がマイナスの銀行に交付された












予定された 137.8 兆ルピアから 160 兆ルピアへと修正された。このことからも、銀行再建
のための費用は、状況によってはまだ増える可能性もある。 

















 ＜表７ 国債発行（1999/5/28）＞参照 
  





































ドルの援助を引き出し、1999 年度も 58.6 億ドルの供与を受ける。1998 年度の二国間援助
は 23 億ドルであるが、日本からの供与額は他国に比べてぬきんでて多く全体の 65％（15
億ドル）を占める。表８は日本の投融資実績である。1998 年度インドネシアに対する投融




















































7  Asiaweek社のまとめたアジアの銀行上位500銀行にランキングされていたもの｡ 
8  カテゴリーA(自己資本4%以上)､カテゴリーB(同-25%～4%)､カテゴリーC(-25%以下)｡ 
9  資本注入は銀行が発行する優先株と国債の交換となる｡また 10 月 13 日にマンディリ銀
行への資本注入のための103兆ルピアの国債が発行された｡ 
10  通常の商業銀行融資の利率が40%なのにくらべ6～16%と低利であった｡ 
 












